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メゾン・ド・あたご、メゾン・ド・ほりきり、コーポおかおな
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注目記事 

　◆１ページ◆　ふじみの森･とおの復興祭

ふじみの森・とおの復興祭

天真庵再オープン

ふじみ更生園

天真庵

　９月17日（土）、遠野オートキャンプ場にて「ふ

じみの森・とおの復興祭」が行なわれました。毎年、

「ふじみの森フェスティバル」として、ふじみ更生

園グラウンドで様々な催し物を開催していました

が、今年は東日本大震災からの復興をテーマに地域

と当園が協力し復興祭を行なう運びとなりました。

当日は雲ひとつない快晴に恵まれ、大自然の中での

復興祭にみな胸を高鳴らせていました。受付では義

援金を募る募金箱が設置され、多くの方に温かな支

援をいただきました。

　午前11時にオープニングを迎え、東田保育園の園

児たちが東田太鼓を元気に披露してくれた後は、菊

池章夫さんのコンサートです。利用者の中には菊池

さんのファンが多く、皆菊池さんと一緒に口ずさん

だりと、聞き入っていました。その後は志摩幸子さ

んの歌謡ショーが行なわれました。震災なんかふっ

飛ばすかのように皆一緒になって歌ったり踊った

り、とても楽しそうでした。新しい催し物として、

ふじみ更生園の日課で行なわれているミュージック

ケアを福祉レクレーションの先生方と披露しまし

た。音楽に合わせて体を動かすのですが、これがな

かなかよい運動になるのです。たくさん体を動かし

たあとは…もちろんお楽しみのお食事。

　今年のメニューはバーベキューと地域のお店のパ

ンやおにぎりを販売しました。風評被害がとりだた

される中、地域復興の一つになれば…の思いが詰

まった食事と炉を囲みながらのバーベキューは格別

でした。

　未だ震災の爪あとが残る中、復興に向け各地で

様々な活動が行なわれています。まずは私たちが「笑

顔」になること！これこそ復興への第一歩ではない

でしょうか。元気なとおのを！元気な福島を！元気

な日本を！そんな復興への勇気をもらった１日でし

た。

　お忙しい中ご参加いただきました来賓の方々、暑

い中ボランティアで協力して下さった皆様や地域の

皆様及び協賛頂きました方々にこの場をお借りしま

して厚く御礼申し上げます。

　先の震災、更にはその後も度重なる余震によって

店舗が損傷し、長期間の休業を余儀なくされていた

天真庵でありますが、この度、店舗の修繕が終了し、

９月６日より再オープンとなりました。店舗休業中

も弁当調理は継続して行なっていた為、その中で包

丁の扱い等、利用者個々の作業の質は以前よりも格

段に上がっているように感じています。そのような

逆境の中で培ったものを、これまでの土台にプラス

し、全員が一丸となって、少しでも早く以前のよう

なお店の姿を取り戻せるよう、日々努力していきた

いと思いますので、どうぞ宜しくお願い致します。

不動の看板メニュー「天真うどん」、冬季限定「鍋

焼きうどん」を

始め、以前と変

わらぬ味で皆様

の御来店を、利

用者・職員一同、

心よりお待ち申

し上げておりま

す。
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　８月７日(日)、利用者の願いも天に届いたのか正

午過ぎから降り始めていた雨も夕方には止み、今年

もやしおみ荘にて夏まつりが開催されました。今年

は３月の東日本大震災により、夏まつりの開催も一

時は危ぶまれましたが、多くの方のご協力のもと、

無事に開催される運びとなり、利用者も心待ちにし

ていた日でした。瑞季会の民謡舞踊、上遠野青年会

のじゃんがら、幸謡会の民謡、金山囃子会の祭囃子

で会場も盛り上がり、利用者の中にはステージの前

で観賞される方、デジタルカメラで写真を撮って他

利用者に見せてあげている方など、一人ひとりが自

然と笑顔になり、夏まつりを楽しんでいる姿を見て、

私たち職員も安心しました。

　虹のかけはしのカップケーキ、しおさいの冷やし

うどん、フランクフルト、焼き鳥、ポテトフライ、

わたあめの各模擬店は、大盛況でした。志摩幸子さ

んの歌謡ショーでは、時に威勢よく、時にしんみり

と多くの曲を披露していただき、一緒に歌うことで

「今日からまた頑張ろう！」という元気を沢山頂き

ました。

　最後の大抽選会においては多くの方にご参加いた

だき、抽選番号を発表する度に大きな歓声があがり、

今年の夏まつりも大盛況のうちに幕を閉じました。

　最後になりましたが、夏まつりを開催するにあた

り、誠心会協力会様をはじめ、沢山のご協力いただ

いた皆様に、紙面をお借りいたしまして、厚く御礼

申し上げます。

　７月21日（木）、ふじみ更生園交流ホームにて「フ

レンドリーシップインふじみ」が行なわれ、大倉保

育園の園児29名と福祉レクレーションの遠藤さんが

来園してくださいました。

　開会のあい

さつ後、園児

達のお遊戯披

露がありまし

た。手作りの

衣装を身にま

とい、マル・

マル・モリ・

モリ、チキチ

キバンバン、よさこい等を一生懸命踊ってくれまし

た。初めは緊張していた利用者も園児達のかわいい

姿に次第に頬が緩み、一緒に躍り出す方もいらっ

しゃいました。

　その後は福祉レクレーションの遠藤さんのご指導

のもと、ボールを落とさないように運ぶ遊びや、新

聞紙を音楽に合わせて破く遊びを行ないました。園

児、利用者、そして職員もあまりの楽しさに大興奮。

午後はミュージックケアを行ないました。閉会式で

は記念品としてふじみ更生園より、ふじみの森手作

りクッキーが、園児達からは向日葵の絵が贈呈され

ました。向日葵の絵は当園の玄関に飾られ、時折眺

めながら楽しかった時間を思い出しています。

　８月31日（水）、男子利用者の未帰省者外出にて

アクアマリンふくしまに出掛けました。アクアマリ

ンふくしまは、震災により壊滅的な被害を受けまし

たが、ようやく再開したと知り、早速行ってきまし

た。未だ復旧作業が進んでいる中、沢山の水生生物

たちが快く歓迎してくれました。避難先の千葉県鴨

川シーワールドで生まれたアザラシの「きぼうちゃ

ん」も悠々とプールの中を泳ぎ、かわいらしい姿で

我々を迎えてくれました。湯本のレストランにて昼

食を済ませた後、次に向かったのは湯本温泉ゆった

り館です。晴天の中たくさん歩いてかいた汗を流し

ながら、日頃

の疲れを癒し

ました。久し

ぶりの長時間

の外出で、帰

りの車の中は

皆疲れた様子

ではありまし

たが、沢山の思い出を作ることができました。また

女子利用者は、かんぽの宿に出掛け、会食と温泉を

堪能し日頃の疲れを癒してきました。

待ちに待った夏まつり やしおみ荘

フレンドリーシップ　イン　ふじみ ふじみ更生園

大興奮！アクアマリンふくしま！ ふじみ更生園
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　９月９日（金）、日帰り旅行にて、利用者24名、

職員８名でいわき市石炭化石館に行ってきました。

常磐炭田の採掘の歴史や市内・外国で発掘された恐

竜やアンモナイト等の化石が展示してあり、利用者

の皆さんは真剣に見学されていました。また、実際

にどんな方法で石炭を掘っていたのか年代の古い順

に模擬坑道があり、炭鉱で働いていた人や家族の生

活が再現されていました。中には幼少期に見た事や

体験した事があると懐かしむ姿が見られました。

　その場を後にし、会食の為、結婚式場等で利用さ

れる「いわや」に向かいました。料理は美味しく、

量も多めでしたが完食される方が多く、皆さん満足

されていました。会食の途中でカラオケを行い、思

い思いの曲を歌い楽しまれていました。

　帰りのバスの中では、疲れた姿が見られていまし

たが思い出が沢山できた様子で、石炭化石館の話や、

食事の話等聞かれていました。

　９月21日（木）、近距離日帰り旅行を行いました。

　今年度は、東日本大震災・放射能の影響で行ける

場所が限られてしまい、町内のウナギ専門店「坂本

屋」へ、食事とカラオケに、女性10名、男性５名、

職員６名の計21名で出掛けてきました。

　旅行当日は、あいにくの台風で大雨が降っており、

車の乗り降りや移動に時間を要しましたが、怪我等

無く無事に到着することが出来ました。利用者の皆

さんも出発する際は、不安な様子を見せていました

が、到着すると笑顔が見られ安心した様子でした。

　その後、乾杯をして食事会。うな重やウニの貝焼

きなど豪華な食事で大満足でした。お腹もいっぱい

になった頃、カラオケを行いました。手拍子を取っ

たり、一緒に歌ったりとおおいに盛り上がり、終始

笑顔に包まれていました。

　７月７日（木）、プレイルームの壁面に天の川を

作り、その周りに子ども達が作った短冊を飾りまし

た。放射能の影響で、室内遊びが多かったため｢早く、

お外で遊べますように｣と切なる願いもありました

が、｢早く、高等部になりたい｣と進級への期待が込

められた願いもたくさんありました。

　集会では、七夕の紙芝居を見た後、自分でかき氷

を作り好きなシロップを選んで食べました。子ども

達のたくさん願いが届きますように…。

日帰り旅行 やしおみ荘

日帰り旅行 やしおみ荘

七夕祭り ちゃーむ
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10月

◎一泊旅行Ｂ班

６日～７日

◎社会性自立支援　13日

◎一泊旅行Ａ班

20日～ 21日

◎ 市民総ぐるみ運動

21日

◎ウォーキング　　25日

11月

◎龍神峡祭　　　　27日

12月

◎ 障がい者の記念行事参加

◎忘年会

◎クリスマス会

◎冬季一時帰省

◎ 未帰省者食事会

　（ビデオ鑑賞会）

10月

◎ コスモス通り一泊旅行

18日～ 19日

11月

◎ さくら通り一泊旅行

９日～ 10日

◎日帰り旅行

◎ 健康ウォーキング

12月

◎クリスマス会

10月

◎植田歩行者天国　10日

11月

◎食事会　　　　　３日

◎ボウリング大会　23日

◎龍神峡祭　　　　27日

12月

◎ 合同クリスマス会・忘年

会（保護者との懇談会）

10月

◎植田歩行者天国　10日

12月

◎ 合同クリスマス会・忘年

会（保護者との懇談会）

10月

◎芋煮会

◎ハロウィン

12月

◎クリスマス会

12月

◎一泊旅行

◎クリスマス会

10月

◎植田歩行者天国

　　　　　　　10日

12月

◎クリスマス会・忘年会

　（保護者との懇談会）

これからこれからの 予予予予予定定

　テレビをつけれ

ば、復興・放射能と

東日本大震災関連の

話題にあふれています。外は秋晴れ。その日差しは、

一年前と何も変わらず、ほっと暖かい気持ちにさせ

てくれます。耳に届くニュースと、何も変わらない

日差しの暖かさに、何だか不思議な気持ちを味わう

ことが多くなりました。不安を抱えながらも、一歩

前へ。そしてまた、一歩。きっと来年も何も変わら

ない暖かい日差しが包んでくれる事でしょう。

ふじみ更生園

虹のかけはし

ワークセンターしおさい

天真庵

やしおみ荘 レジデンス･GH/CH合同

デイサービスちゃーむ

編
集 後 記

復興への思いをのせて

　９月17日（土）、遠野オートキャンプ場で行なっ

た「ふじみの森・とおの復興祭」にて義援金を集め、

５万円を東日本大震災の復興に役立てて頂きたく、

理事長、協力会の代表が副市長へ手渡しました。

　いわき市も少しずつではありますが、復興へ向け

歩んでいます。再オープンや明るいニュースを耳に

する事が増えてきました。元気あふれるいわき市

を！生まれ育ったこの地を愛しみ、復興への思いを

強く抱きこれからも頑張っていきたいと思います。

ハートフル・イン・やしおみの
冊子ができました

やしおみ荘

　毎年、夏休み中に小学校５・６年生を対象とした

行事「ハートフル・イン・やしおみ」を実施してい

ましたが、東日本大震災、東京電力福島第一原子力

発電所事故により中止し、壁新聞、冊子を作成しま

した。いつも「ハートフル・イン・やしおみ」に参

加して頂く小学校の５・６年生全員に冊子を配布し、

クラスに壁新聞を貼って頂くこととしました。どれ

も、福祉をテーマにした内容を子どもたちへ分かり

やすく理解して頂けるようにまとめました。

　冊子の最後には、アンケート用紙を準備し、子ど

もたちの感想等を聞く機会を設けました。福祉に対

してどのような感想を持って頂けるか…身近なもの

と感じてもらえたらと思います。

寄付を頂いた方 佐藤理容所　様
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